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伊勢湾台風の教訓を今に 

 

名古屋市港区は、今から 66 年ほど前の 9 月 21 日～28 日に伊勢湾台風を経験

しました。 

その教訓を活かそうと、体験した方々のお話をお聴きし、今にどんなことが必

要なのかを考えるワークショップのお手伝いをしました。 

 

☆伊勢湾台風 

「1959年（昭和 34年）9月 26日 18時頃、後に「伊勢湾台風」と呼ばれる台風 15

号が和歌山県潮岬の西に上陸した。上陸後もあまり勢力が衰えず、早い速度で本州

を縦断したため広い範囲で暴風が吹き、名古屋市では最大瞬間風速 45.7m/sを観測

した。 

 台風の進行方向東側に当たった伊勢湾岸では高潮により広範囲が浸水、深夜の台

風通過で犠牲者が増え、全国で死者 4,697人、行方不明者 401人、住家全壊 40,838

棟、被災家屋は 500,000棟以上に達し、戦後最悪の台風災害となった。 

この台風を契機として、1961年（昭和 36年）に災害対策基本法が制定された。」 

 https://typhoon.yahoo.co.jp/weather/calendar/109/より 

 

☆体験談では 

 名古屋市港区では、1月以上も水が引かず、子ども達は西区や北区へ 3か月ほど

疎開するなど、大変な被害があったそうです。 

 その体験を伝えるために、港区役所には募債センターが併設されており、いつで

も伊勢湾台風の資料や体験をすることができるようになっています。 

 

☆ワークショップでは 

 時代は変わりましたが、今に伝えたい教訓につい

て、考えました。 

備蓄はもちろんですが、「まずは、自分の命を守

る」「早めに行動する」「水と簡易トイレは必須」な

どのコメントがありました。普段から自分で考えて

行動する、ということが大切なことだと口々におっ

しゃっていました。 

 この後、名古屋市さんがまとめて、各戸に配布す

るとのこと。この地域のみなさんがお手に取って、

ご覧いただけますように。 

 

＊貴重なお話を直接聞くという体験をさせていた

だきました。語り部の必要な意味を痛感しまし

た。この貴重な言葉をどうやって残していくの

か？は、次世代につないでいく私たちの使命なの

だと思いました。 
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